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表１ 親系統の特性 

系統名 

北見72号 

北系1660

赤かび病 
抵抗性 

やや弱 

中 

赤さび病 
抵抗性 

やや弱 

やや強 

うどんこ病 
抵抗性 

やや強 

やや強 

耐雪性 

やや強 

中 

耐寒性 

中 

－ 

耐倒伏性 

強 

強 

穂発芽性 

やや難 

やや難 

成熟期 

やや早 

中 

図１ 「きたほなみ」の系譜図 

北見35号 
北見42号 

訓交383-46(F3)
Wichita 
北見30号 

59045 

 北系1354

北系1463
Norman 

訓交1051-166-8 
(F4)

北系1409

北見72号 
（後のホクシン） 

 

北系1660 

 

きたほなみ 北見19号 
北見42号 
北見53号 

P.I.173438 

 
ホロシリコムギ 

北見42号 

北見42号 
北見33号 

北系1093 
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表２ 育成経過 

播種年度 

  世代 

供試系統群数 
供試系統数 
供試個体数 

選抜系統群数 
選抜系統数 
選抜個体数 
生産力検定 

1994 

交配 

5穂 

58粒 

 

95 

F1 

58 

2,000 

 

96 

F2 
集団 

2,000 

167穂 

97 

F3 
穂別 

167 

21

小規模生産力試験 
予備試験 

標準栽培 
ﾄﾞﾘﾙ標肥 
ﾄﾞﾘﾙ多肥 

58 
粒 

58 
個体 

集団 
養成 
2,000 
個体 

1 
・ 
 
・ 
・ 
167

1 
 
3 
4

 
・ 
・ 
・ 
・ 
8

1 
・ 
・ 
・ 
・ 

1 
・ 
・ 
 
・ 
10

1 
・ 
 
・ 
・ 
10

1 
・ 
 
・ 
・ 
10

1 
・ 
・ 
 
・ 
28

本 試 験  

北系 
1764

訓交2465系統番号 99014 北見81号 

98 

F4 

21 

 
8 
64 
 

99 

F5 

8 
64 

8 
8 
80 
 

2000 

F6 

8 
80 

4 
4 
40 
 

01 

F7 

4 
40 

1 
1 
10 
 

02 

F8 

1 
10 

1 
1 
10 
 

03 

F9 

1 
10 

1 
1 
28

04 

F10 

1 
28 

1 
1 
30 
 ﾄﾞﾘﾙ標肥 

ﾄﾞﾘﾙ 
標肥 

叢性 

直立 

直立 

直立 

株の 
開閉 

閉 

閉 

閉 

稈長 

やや短 

やや短 

やや短 

稈の 
細太 

やや太 

やや太 

中 

稈の 
ﾜｯｸｽ  

少 

少 

少 

葉色 

中 

やや淡 

やや淡 

穂型 

棒状 

棒状 

棒状 

葉身の 
下垂度 

中 

やや大 

中 

粒着の 
粗密 

密  

密  

密 

ふの色 

淡黄 

淡黄 

淡黄 

粒形 

中 

中 

中 

千粒 
重 

やや大 

やや大 

やや大 

容積 
重 

中 

中 

中 

外観 
品質 

中上 

中上 

中上 

注）*「きたもえ」の品種登録時の評価で現在の検定法による評価と異なる。 

表３ 「きたほなみ」の形態的特性と生態的特性 

系統名 

きたほなみ 

ホクシン 

きたもえ 

播性 
程度 

Ⅵ 

Ⅵ 

Ⅵ 

成熟期 

やや早 

やや早 

やや早 

出穂期 

やや早 

やや早 

やや早 

耐倒伏 
性 

強 

強 

強 

耐雪性 

やや強 

やや強 

やや強 

耐寒性 

中 

中 

中 

縞萎縮 
病抵抗性 

やや弱 

弱 

やや強 

赤かび病 
抵抗性 

中 

やや弱 

( 中* )

赤さび病 
抵抗性 

やや強 

やや弱 

やや弱 

うどんこ 
病抵抗性 

やや強 

やや強 

やや強 

穂発芽性 

やや強 

やや強 

やや強 

系統名 

きたほなみ 

ホクシン 

きたもえ 
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表４ 「きたほなみ」の雨害耐性 

試験 
場所 

十勝 
農試 

北見 
農試 
 

接種菌 
の種類 

Fusarium 

Fusarium 

M.nivale

かん 
水の 
有無 

無 

有 

有 

 

系統名 

きたほなみ 

ホクシン 

ﾀｸﾈｺﾑｷﾞ 

ﾁﾎｸｺﾑｷﾞ 

ﾎﾛｼﾘｺﾑｷﾞ 
きたほなみ 

ホクシン 

ﾀｸﾈｺﾑｷﾞ 

ﾁﾎｸｺﾑｷﾞ  

ﾎﾛｼﾘｺﾑｷﾞ 
きたほなみ 

ホクシン 

ﾀｸﾈｺﾑｷﾞ 

ﾁﾎｸｺﾑｷﾞ 

ﾎﾛｼﾘｺﾑｷﾞ 

 

１） 

２） 

３） 

 

赤かび病抵抗性 

1.4  やや強 

5.8      弱 

1.4      強 

2.9  やや弱 

－       － 
5.2      中 

6.5      弱 

2.1      強 

5.9  やや弱 

3.7  やや強 
1.6  やや強 

（2.9）６） やや弱 

（2.4）   中 

3.4  やや弱 

2.5      中 

 

          2002 
発病度４）評価５） 

 

6.0      中 

7.3  やや弱 

7.1  やや弱 

2.9  やや弱 

6.4      中 
5.3      中 

6.2  やや弱 

2.6      中 

7.1  やや弱 

5.7      中 
1.1  やや強 

2.1      弱 

1.2      中 

3.8      弱 

2.6  やや弱 

2003 
発病度  評価 

1.2      中 

3.9  やや弱 

0.1      強 

2.3  やや弱 

0.3  やや強 
4.5      中 

5.6  やや弱 

4.6  やや強 

4.6  やや弱 

3.1      中 
0.4（中以上） 

1.0      弱 

1.7      弱 

1.4      弱 
0.3（中以上） 

2004 
発病度  評価 

中 

やや弱 

強 

やや弱 

やや強 
中 

やや弱 

やや強 

やや弱 

 中 
やや強 

やや弱 

中 

弱 

中 

累年評価 

系統名 

きたほなみ 

ホクシン 

ﾁﾎｸｺﾑｷﾞ 

ﾎﾛｼﾘｺﾑｷﾞ 

きたもえ 

北系1354 

北系1802

3.0 

37.6 

42.6 

40.4 

13.7 

4.1 

0.0

1.9 

67.9 

85.4 

42.9 

12.0 

2.8 

0.8

やや難 

中 

やや易 

中 

やや難 

難 

極難 

0.0 

1.0 

8.3 

2.2 

0.7 

0.7 

0.0

1.1 

2.0 

3.1 

2.6 

1.1 

0.8 

0.9

穂発芽性（十勝） 

注１）NIV産生菌の濃厚懸濁液を圃場で開花期に接種後、穂に袋かけをして発病を助長 
注２）2002、03年:NIV産生菌、2004年：DON産生菌の濃厚懸濁液をミスト灌水圃場で開花期に接種して発病を助長 
注３）ビニールハウス内で M.nivale を開花期に接種 
注４）数字は穂の発病指数 （0：穂の褐変なし～8：穂の全体が褐変） 
注５）評価は開花期ごとの指標品種の発病を参考に判定した 
注６）（斜体）は発病調査後に病徴の進展が著しかった。 
注７）調査は6～8日間の人工降雨処理（2002：17.5℃、2003、04年:15℃）によって穂発芽した小穂率（%）。 

晩刈りは成熟期１週間後収穫。 
注８）調査は8～9日間の人工降雨処理（15℃）による穂発芽程度（０：無～５：甚）（2002～04年平均） 
注９）立毛状態で圃場に放置後に晩刈りし、発芽粒率（%）を調査。 
注10）上記サンプルのα-アミラーゼ活性（ln620Abs/g）を中央農試農産品質科で測定。 

7） 
 穂発芽性（北見） 8）  

穂発芽小穂率（%） 

成熟期刈り 晩刈り 
評価 

穂発芽 
  粒率（%）９） 

α-ｱﾐﾗｰｾﾞ 
活性10） 

0.10 

0.85 

1.94 

1.23 

0.29 

0.05 

0.01

0.71 

2.98 

4.49 

3.63 

1.02 

0.39 

0.06

やや難 

中 

やや易 

中 

やや難 

難 

極難 

穂発芽程度 

成熟期刈り 晩刈り 
評価 
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表５ 「きたほなみ」の育成地における生育および収量 

品種名 

きたほなみ 

ホクシン 

ﾎﾛｼﾘｺﾑｷﾞ 

ﾀｲｾﾂｺﾑｷﾞ 

きたもえ 
きたほなみ 

ホクシン 

ﾎﾛｼﾘｺﾑｷﾞ 

ﾀｲｾﾂｺﾑｷﾞ 

きたもえ 
きたほなみ 

ホクシン 

ﾎﾛｼﾘｺﾑｷﾞ 

ﾀｲｾﾂｺﾑｷﾞ 

きたもえ 

試験名 

手播 

標準 

栽培 

ﾄﾞﾘﾙ 

播 

標肥 

ﾄﾞﾘﾙ 

播 

多肥 

注）2002年～2004年の3 か年平均。倒伏は無(0)～甚(5)

出穂期 
(月日) 

6.11 

6.10 

6.13 

6.13 

6.16 
 6.12  

6.11 

6.14 

6.14 

6.14 
6.12 

6.11 

6.14 

6.14 

6.14

成熟期 
(月日) 

7.28 

7.26 

7.29 

7.27 

7.28 
 7.28  

7.26 

7.31 

7.29 

7.29 
7.29 

7.27 

8.01 

7.29 

7.29

稈長 
(cm) 

84 

85 

96 

87 

83 
82 

83 

94 

86 

80 
82 

82 

94 

86 

82

穂長 
(cm) 

8.5 

8.6 

8.6 

8.4 

7.4 
8.5 

8.4 

8.7 

8.5 

7.4 
8.6 

8.6 

8.9 

8.5 

7.5

穂数 
(本/m2) 

785 

760 

715 

749 

762 
741 

671 

652 

692 

725 
754 

738 

645 

703 

728

子実重 
(kg/10a) 

851 

748 

669 

710 

697 
804 

695 

692 

729 

693 
841 

737 

676 

751 

751

標準比 
(％) 

114 

100 

  89 

  95 

  93 
116 

100 

  99 

105 

100 
114 

100 

  92 

102 

102

容積重 
(g) 

824 

819 

810 

815 

815 
831 

816 

812 

809 

822 
827 

814 

812 

811 

825

千粒重 
(g) 

38.9 

38.9 

44.6 

40.4 

39.0 
41.0 

38.4 

45.5 

40.8 

40.3 
41.7 

39.8 

45.3 

40.9 

41.0

外観 
品質 

中上 

上下 

中上 

上下 

上下 
中上 

上下 

中上 

中上 

上下 
中上 

中上 

中上 

中上 

中上 

倒状 

1.7 

1.8 

3.0 

3.2 

0.9 
1.1 

1.9 

2.5 

3.4 

0.3 
1.5 

2.5 

2.5 

3.6 

1.2

品種名 

きたほなみ 

ホクシン 

ﾎﾛｼﾘｺﾑｷﾞ 

きたもえ 
きたほなみ 

ホクシン 

ﾎﾛｼﾘｺﾑｷﾞ 

ﾀｲｾﾂｺﾑｷﾞ 

きたもえ 
きたほなみ 

ホクシン 

ﾎﾛｼﾘｺﾑｷﾞ 

きたもえ 

試験 
場所 

中央 
農試 

上川 
農試 

十勝 
農試 

出穂期 
(月日) 

6.07 

6.07 

6.11 

6.09 
6.10 

6.09 

6.13 

6.14 

6.12 
6.09 

6.07 

6.12 

6.11 

 

成熟期 
(月日) 

7.22 

7.19 

7.25 

7.21 
7.19 

7.18 

7.24 

7.22 

7.20 
7.24 

7.22 

7.25 

7.23

稈長 
(cm) 

  97 

  94 

104 

  95 
  84 

  82 

  94 

  84 

  82 
  85 

  87 

101 

  85

穂長 
(cm) 

9.2 

9.1 

9.2 

8.0 
8.7 

8.7 

9.0 

9.2 

7.6 
8.6 

8.8 

8.8 

7.5

穂数 
(本/m2) 

898 

749 

654 

826 
779 

676 

611 

607 

740 
634 

612 

588 

633

子実重 
(kg/10a) 

902 

718 

675 

809 
737 

660 

609 

636 

664 
689 

586 

585 

563

標準比 
(％) 

126 

100 

  94 

113 
112 

100 

92 

96 

101 
118 

100 

100 

96

容積重 
(g) 

833 

828 

821 

828 
789 

779 

768 

765 

790 
800 

794 

766 

783

千粒重 
(g) 

37.3 

37.8 

44.2 

39.2 
36.0 

35.9 

42.3 

38.5 

37.6 
39.2 

38.3 

43.9 

38.0

外観 
品質 

中上 

上下 

中上 

中上 
上下 

中上 

中上 

中上 

上下 
中上 

中上 

中上 

中上 

倒状 

2.2 

2.1 

3.3 

0.1 
1.6 

1.6 

1.8 

1.8 

0.5 
0.0 

0.0 

1.0 

0.3

表６ 「きたほなみ」の試験場各地における生育および収量 

注）2002年～2004年の3か年平均 
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品種名 成熟期 
(月日)

稈長 
(cm)

穂長 
(cm)

穂数 
(本/m2)

子実重 
(kg/10a)

標準比 
(％)

容積重 
(g)

千粒重 
(g)

倒状 

表８ 「きたほなみ」のコムギ縞萎縮病発病圃における生産力試験 

 

道央南部・伊達 

道央中部・当別 

道央中部・長沼 

道央中部・共和 

網走内陸・端野 

 

きたほなみ 

きたもえ 

きたほなみ 

ホクシン 

きたもえ 

きたほなみ 

ホクシン 

きたもえ 

きたほなみ 

ホクシン 

きたもえ 

きたほなみ 

ホクシン 

 

  9.4 

  9.6 

10.6 

11.6 

11.4 

12.8 

12.6 

12.3 

10.3 

10.9 

11.4 

  9.6 

  9.3 

407 

456 

624 

528 

629 

656 

497 

682 

709 

587 

601 

733 

565 

0.1 

0.2 

0.0 

0.0 

0.1 

0.0 

0.0 

0.0 

3.0 

0.0 

0.0 

1.0 

1.0 

602 

686 

642 

498 

636 

565 

552 

561 

750 

613 

540 

598 

557 

8.1 

7.7 

9.2 

8.8 

7.9 

8.9 

7.0 

8.5 

9.2 

9.3 

8.2 

9.0 

9.1 

74 

74 

75 

77 

77 

62 

60 

67 

88 

83 

81 

72 

71 

7.25 

7.25 

7.24 

7.23 

7.24 

7.27 

7.27 

7.25 

7.25 

7.20 

7.23 

7.26 

7.23 

注1）伊達市は2003年～2004年の2か年平均、その他は2004年のみの成績 
注2）伊達市の2003年の縞萎縮病は黄化程度による判定 

    試験場所１） 

地域区分･市町村 
 

    2.9２） 

3.3 

1.0 

2.0 

1.0 

2.0 

4.0 

1.0 

0.0 

1.5 

0.0 

0.0 

2.0 

 

縞萎縮病 
発病度 
 834 

830 

844 

823 

825 

838 

828 

833 

851 

852 

862 

865 

848 

42.0 

41.8 

39.6 

39.4 

37.7 

39.1 

40.3 

39.7 

37.9 

41.1 

38.3  

41.4 

39.1 

品種名 

きたほなみ 

ホクシン 

きたほなみ 

ホクシン 

きたほなみ 

ホクシン 

きたほなみ 

ホクシン 

きたほなみ 

ホクシン 

きたほなみ 

ホクシン 

きたほなみ 

ホクシン 

きたほなみ 

ホクシン 

きたほなみ 

ホクシン 

きたほなみ 

ホクシン 

出穂期 
(月日) 

6.14 

6.13 

6.11 

6.10 

6.12 

6.10 

6.16 

6.14 

6.11 

6.09 

6.12 

6.11 

6.09 

6.08 

6.13 

6.13 

6.10 

6.08 

6.12 

6.11

成熟期 
(月日) 

7.30 

7.27 

7.22 

7.22 

7.22 

7.21 

7.23 

7.21 

7.28 

7.25 

7.29 

7.27 

7.23 

7.21 

7.28 

7.28 

7.24 

7.21 

7.25 

7.24

稈長 
(cm) 

79 

81 

84 

84 

79 

79 

77 

74 

88 

90 

90 

89 

83 

83 

83 

84 

86 

86 

84 

84

穂長 
(cm) 

8.2 

8.2 

8.5 

8.7 

7.9 

8.0 

8.5 

8.1 

8.4 

8.7 

9.1 

9.5 

8.4 

8.5 

8.5 

8.6 

8.3 

8.3 

8.4 

8.5

穂数 
(本/m2) 

560 

604 

672 

617 

589 

557 

561 

433 

786 

743 

846 

740 

736 

686 

753 

654 

654 

587 

684 

577 

 

子実重 
(kg/10a) 

572 

493 

683 

593 

622 

519 

584 

416 

834 

700 

668 

526 

815 

674 

778 

650 

585 

545 

684 

577

標準比 
(％) 

116 

100 

115 

100 

120 

100 

140 

100 

119 

100 

127 

100 

121 

100 

120 

100 

107 

100 

118 

100

容積重 
(g) 

847 

830 

821 

813 

802 

797 

804 

804 

788 

789 

776 

767 

810 

801 

825 

827 

800 

804 

810 

805

千粒重 
(g) 

41.1 

37.8 

38.2 

37.6 

40.4 

39.5 

42.8 

43.1 

37.5 

36.9 

36.6 

36.6 

39.3 

39.3 

40.1 

40.0 

35.6 

36.9 

38.8 

38.3

倒状 

0.3 

0.0 

0.7 

1.2 

1.7 

1.4 

2.3 

2.7 

0.3 

0.8 

4.0 

2.8 

1.9 

2.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.6 

1.1

表７ 「きたほなみ」の現地試験における生育および収量 

試験場所 

道 央 

羊蹄山麓 

道央中部 

道央北部  

道 北 

十勝中部 

十勝山麓 

網走内陸 

網走沿海 

道南北部 

全    道 

試験場所 

倶知安 

千歳、美唄、深川、追分 

沼田、南幌、富良野、美瑛 

愛別、苫前 

羽幌、士別 

美深 

更別、本別、 

音更 

鹿追 

女満別、北見 

清里、網走 

北檜山、今金 

26ヶ所 

注）2003年～2004年の2 か年平均 
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品種名 

表９ 「きたほなみ」の製粉性と60％粉性状１） 

標準 

栽培 

ﾄﾞﾘﾙ 

播 

標肥 

ﾄﾞﾘﾙ 

播 

多肥 

きたほなみ 

ホクシン 

ﾀｲｾﾂｺﾑｷﾞ 

きたもえ 

きたほなみ 

ホクシン 

ﾀｲｾﾂｺﾑｷﾞ 

きたもえ 

きたほなみ 

ホクシン 

ﾀｲｾﾂｺﾑｷﾞ 

きたもえ 

  8.8 

  9.6 

  9.0 

  9.7 

  9.5 

10.2 

10.2 

10.8 

  9.8 

10.8 

10.5 

11.1 

 

72.5 

67.0 

66.5 

67.7 

69.2 

65.7 

65.8 

66.0 

70.1 

64.6 

66.4 

69.2 

 

17.9 

20.9 

20.9 

20.3 

18.1 

21.1 

20.2 

21.1 

17.8 

20.9 

20.2 

20.3 

 

60％粉性状 

0.38 

0.40 

0.42 

0.38 

0.34 

0.40 

0.42 

0.36 

0.35 

0.39 

0.42 

0.36 

 

7.5 

8.0 

7.5 

8.1 

8.0 

8.6 

8.3 

8.8 

8.4 

8.9 

8.7 

9.2 

 

22.4 

22.4 

22.9 

24.9 

23.2 

23.1 

22.7 

24.8 

22.8 

23.0 

22.5 

24.8 

 

607 

817 

497 

528 

690 

813 

530 

537 

595 

822 

403 

515 

注１）北見農試産。2002年～2004年の３か年平均。ブラベンダー特性は2002年は標準栽培、2003年はドリル播標肥 
栽培、2004年はドリル播多肥栽培の生産物を使用。 

注２）（B粉 /M粉）×100により算出。粒の硬度をみる参考になる。硬質より軟質の方が高い。 
注３）（原粒灰分－ストレート粉（B粉＋M粉）灰分）×（製粉歩留）/原粒灰分により算出。原麦の灰分がどの程度 

ふすまに移行したかを示し、小麦の製粉されやすさの指標となる。高い方が望ましい。 
注４）Ab., DT., Stab., Wk., VVはそれぞれ吸水率，生地形成時間，安定度，弱化度，バロリーメーターバリュー。 
注５）A，R，E，R/Eはそれぞれエキステンソグラムの面積，伸長抵抗，伸長度，形状係数。 

栽培法 

1.37 

1.46 

1.53 

1.39 

1.22 

1.37 

1.43 

1.34 

1.28 

1.41 

1.45 

1.36 

 

原粒 
灰分 
（%） 

原粒 
蛋白 
（%） 

製粉 
歩留 
（%） 

大麩 
（%） 

小麩 
（%） 

  9.7 

12.1 

12.5 

11.9 

12.8 

13.3 

13.9 

12.9 

12.0 

14.5 

13.5 

10.5 

 

31.7 

30.5 

35.2 

33.1 

29.5 

31.9 

35.7 

32.3 

28.6 

32.5 

35.0 

32.1 

 

 BM率2） 

（%） 

87.4 

81.7 

80.0 

82.6 

86.5 

80.1 

79.2 

82.6 

86.4 

79.5 

80.0 

85.5 

 

  ﾐﾘﾝｸﾞ 
ｽｺｱ 
（%） 

51.1 

48.4 

47.8 

48.2 

49.1 

46.0 

45.8 

47.6 

49.4 

46.1 

46.9 

50.3 

 

灰 分 
移行率 
3） （%） 

灰分 
（%） 

蛋白 
（%） 

ｱﾐﾛｰｽ 
（%） 

ｱﾐﾛMV 
（BU） 

品種名 

ﾄﾞﾘﾙ 

播 

標肥 

きたほなみ 

ホクシン 

ﾀｲｾﾂｺﾑｷﾞ 

きたもえ 

2.0 

3.2 

1.8 

1.9 

3.9 

5.0 

3.9 

4.3 

92 

97 

98 

88 

1.34 

1.07 

1.25 

1.12 

栽培法 

54.9 

53.5 

54.7 

54.8 

45 

49 

44 

45 

65.6 

68.4 

57.2 

52.2 

251.2 

227.5 

224.8 

203.5 

186.4 

210.4 

178.7 

178.2 

ﾌｧﾘﾉｸﾞﾗﾑ４） 

Ab. DT. Stab. Wk. VV 

 

ｴｷｽﾃﾝｿｸﾞﾗﾑ５）  

 A R E R/E  
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品種名 試験場所 

表10 「きたほなみ」の粉色と製めん適性 

北見農試 

標準栽培 

北見農試 

ﾄﾞﾘﾙ標肥 

北見農試 

ﾄﾞﾘﾙ多肥 

     製粉協会２） 

道産小麦 

研究会 

 

きたほなみ 

ホクシン 

ﾀｲｾﾂｺﾑｷﾞ 

きたもえ 

きたほなみ 

ホクシン  

ﾀｲｾﾂｺﾑｷ 

きたもえ   

きたほなみ 

ホクシン  

ﾀｲｾﾂｺﾑｷﾞ 

きたもえ   

きたほなみ 

ホクシン   

ASW  

農林61号 

きたほなみ 

ホクシン   

ASW 

農林61号 

 

3 

3 

3 

3 

3 

3 

3 

3 

3 

3 

3 

3 

6 

6 

3 

3 

6 

6 

3 

3 

 

-1.46 

-1.11 

-0.91 

-1.19 

-1.52 

-0.81 

-0.73 

-0.80 

-1.21 

-0.53 

-0.55 

-0.38 

-2.78 

-1.82 

-2.70 

-2.07 

－ 

－ 

－ 

－ 

 

90.54 

90.42 

90.42 

90.06 

90.50 

90.24 

89.99 

90.03 

90.26 

90.08 

89.85 

89.90 

－ 

－ 

－ 

－ 

92.57 

92.85 

92.47 

93.12 

 

-0.92 

-0.73 

-1.06 

-1.04 

-0.93 

-0.66 

-0.95 

-0.91 

-0.85 

-0.62 

-0.91 

-0.84 

－ 

－ 

－ 

－ 

-2.67 

-2.31 

-2.36 

-2.47 

 

17.18 

15.87 

18.13 

18.43 

16.97 

16.14 

18.26 

18.37 

16.82 

16.02 

18.07 

18.17 

－ 

－ 

－ 

－ 

8.87 

7.60 

8.09 

7.12 

 

18.1 

14.0 

17.9 

17.5 

17.8 

14.0 

17.4 

17.5 

17.6 

14.0 

17.4 

17.7 

16.6 

14.2 

16.3 

14.0 

15.9 

15.0 

16.3 

14.0 

 

10.5 

10.5 

10.5 

10.6 

10.7 

10.5 

10.6 

10.7 

10.6 

10.5 

10.8 

10.8 

10.7 

10.4 

10.7 

10.5 

11.6 

11.0 

11.8 

10.5 

 

7.0 

7.0 

6.9 

6.7 

7.0 

7.0 

6.9 

6.7 

7.0 

7.0 

6.9 

6.8 

7.1 

6.9 

7.5 

7.0 

7.4 

7.2 

7.4 

7.0 

 

17.4 

17.5 

16.8 

15.5 

17.3 

17.5 

16.7 

15.2 

 17.3 

17.5 

16.8 

15.6 

18.8 

18.8 

19.2 

17.5 

19.4 

19.2 

18.4 

17.5 

 

10.5 

10.5 

10.5 

10.5 

10.5 

10.5 

10.5 

10.5 

10.5 

10.5 

10.5 

10.5 

11.3 

10.0 

11.3 

10.5 

11.7 

11.5 

11.5 

10.5 

 

10.5 

10.5 

10.5 

10.5 

10.5 

10.5 

10.5 

10.5 

10.5 

10.5 

10.5 

10.5 

10.5 

10.5 

10.5 

10.5 

10.6 

11.0 

10.7 

10.5 

 

74.1 

70.0 

73.0 

71.3 

73.7 

70.0 

72.6 

71.0 

73.6 

70.0 

72.8  

71.8 

74.9 

71.8 

75.5 

70.0 

76.5 

74.8 

76.1 

70.0 

注1）官能検査の点数は2002年～2004年（2003年産～2005年産）3カ年の延べ点数。 
注2）ゆでうどんの官能検査の各項目の（ ）内は配点。北見農試は「ホクシン」を基準、その他は群馬県産 
「農林61号」を基準とする。             
注3）「農林61号」は群馬県農業技術センター、ASWは農林水産省総合食料局からそれぞれ無償譲与されたもの 
である。 

点
数
１) 
 

ｶﾗｰ 
ﾊﾞﾘｭｰ 
 

粉色 

 L* 

 

 a* 

 

 b* 

 

ゆでうどんの官能検査２） 

色 
(20) 
 

外観 
(15) 
 

かたさ 
(10) 
 

粘弾性 
(25) 
 

滑らかさ 
(15) 
 

食味 
(15) 
 

合計 
(100) 
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原粒灰分含量（％） 

ミ
リ
ン
グ
ス
コ
ア
１)
 

注１）ミリングスコア（MS）：100－（（80－製粉歩留）＋ 
50×（ストレート粉灰分－0.30）） 

注２）ビューラーテストミルは機種間差があり、また 
製粉時の条件でも結果が異なることがある 

● 奨決試験、2003年～2005年産３カ年平均 
■ 奨決試験、1997年～2005年産９カ年平均 
▲ 参考2）：「国内産小麦の品質評価」（製粉協会） 
        2001年～2005年産５カ年平均 

図２ 原粒灰分と製粉性（MS）の品種比較 
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1.20 1.30 1.40 1.50 1.60 1.70

78.0

80.0
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88.0

90.0

0.34 
(9.0) 

0.39 
(7.0) 

0.37 
(6.3) 

0.41 
(6.5) 

0.34 
(2.0) 

0.51 
(2.1) 

0.36 
(31.7) 

0.40 
(27.6) 

0.38 
(12.8) 

0.42 
(14.7) 

0.47 
(6.8) 

0.49 
(7.2) 

5.01 
(19.3) 

4.76 
(20.9) 

1.63 
(12.3) 

2.01 
(13.6) 

１Ｂ 

大ふすま 小ふすま ストレート粉1） 

上段「きたほなみ」（％） 
下段「ホクシン」（％） 
（ ）内は各ストリーム3） 

割合（％） 

60％粉2） 

２Ｂ １Ｍ ３Ｍ ２Ｂ ２Ｍ 

0.38 
0.42 

0.36 
0.40 

注１）ストレート粉：1B+2B+3B+1M+2M+3M粉 
注２）60％粉： 1B、1M、2B、2M、3B、3Mの順に供試量の60％の粉を混ぜたもの 
注３）ストリーム(stream) とは各種ロール機から生ずる粉の流れのこと。本報告では分別採取した粉のことを示す。  
 
 

図３ ビューラーテストミルの各ストリーム別灰分含有率の比較（％） 
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品種名 

表11 「きたほなみ」及び比較品種の製粉特性 
            （平均値±標準誤差 2005年産） 

0.37±0.01 

0.41±0.01 

0.40±0.00 

0.42±0.00

0.36±0.00 

0.40±0.01 

0.41±0.00 

0.39±0.00

61.5±3.2 

52.8±1.6 

53.6±0.0 

48.7±0.4

19.2±0.1 

20.9±0.9 

21.7±0.3 

23.9±0.4

きたほなみ 

ホクシン 

ﾁﾎｸｺﾑｷﾞ 

農林61号 

59.6±1.5 

56.4±2.4 

53.9±1.6 

49.3±1.0

上級粉割合(％)
Bh１） Br 2） Bh Br

上級粉灰分含量(％)

品種名 

きたほなみ 

ホクシン 

ﾁﾎｸｺﾑｷﾞ 

農林61号 

ふすま割合(％)
Bh大 3） Br Bh大 Br

ふすま灰分含量(％)

26.9±1.5 

32.5±1.0 

32.9±0.1 

35.9±0.2

5.01±0.05 

4.76±0.05 

4.43±0.03 

5.28±0.05

4.15±0.24 

3.69±0.11 

3.51±0.09 

4.04±0.07

注１）ビューラーテストミル（Bh）による 
１B＋２B＋１M＋２M粉合計の割合 

注２）ブラベンダージュニアテストミル（Br）により製粉
を行い、受け皿を５分割して粉を採取し、篩入り口
に近い低灰分のストリーム１とストリーム２を混合
した合計の割合 

注３）ビューラーテストミルによる大ふすま 

付表１ 育成担当者 

氏    名                       年    次                世    代 
  柳沢 朗１）          1994～2004         交配～Ｆ10 

  吉村康弘２）          1998～2004         Ｆ４   ～Ｆ10 

  天野洋一                 1994～1998         交配～Ｆ４ 

  小林 聡                 2001～2004         Ｆ７   ～Ｆ10 

  西村 努                 1999～2004         Ｆ５   ～Ｆ10 

  中道浩司                 1998～2004         Ｆ４   ～Ｆ10 

  谷藤 健                 1994～2000         交配～Ｆ６ 

  荒木和哉                 2000～2002         Ｆ６   ～Ｆ８ 

  田引 正                 1994～1999         交配～Ｆ５ 

  三上浩輝                 1994～1997         交配～Ｆ３ 

  池永充伸                 2003～2004         Ｆ９   ～Ｆ10 

  佐藤奈奈                 2004                     Ｆ10

注１）2004年10月～2005年3月まで指定試験主任代理 
    ２）2004年10月～2005年3月まで海外研修 

付表２ 系統適応性および地域適応性検定試験、 
特性検定試験、奨励品種決定基本調査担当場所 

場所名／項目                   担 当 者           年    次 
系統適応性検定試験 
中央農業試験場 佐藤 仁      2001 

地域適応性検定試験 
十勝農業試験場 沢口敦史      2001 

上川農業試験場 菅原章人      2001 

奨励品種決定基本調査 

中央農業試験場 佐藤 仁      2002～2004 

上川農業試験場 菅原章人      2002～2003 
藤田正平   2004 

十勝農業試験場 沢口敦史   2002～2004 

特性検定試験 
雪腐小粒菌核病抵抗性検定試験 
上川農業試験場 菅原章人   2002～2003 

藤田正平      2004 

赤さび病抵抗性検定試験 
中央農業試験場 佐藤 仁   2002～2004 
赤かび病抵抗性検定試験 
北見農業試験場 池谷美奈子  2002～2004 
穂発芽性検定試験 
十勝農業試験場 沢口敦史      2002～2004  

小麦縞萎縮病抵抗性検定試験 
中央農業試験場 竹内 徹      2002～2004 
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